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ダケカンバは野球のバットに使えるのか
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研究の背景･目的

研究の内容･成果

今後の展開

ダケカンバ製バットは，大学野球で従来使っているバットとそれほど違わないことがわかりました。次に，プ

ロ野球でも使用可能か検証します。プロ野球では球速が速く，より高い性能が求められます。また，破損しにく

い安全なバットのための品質を検証します。

野球の木製バットには，北海道産アオダモが好んで使われ
ていましたが，優良な資源が減少し，現在では，北米産シュ
ガーメイプルが7割以上で，アオダモも中国産となり，ほとん
どが外材です。ダケカンバは，道内での蓄積量が多く，更新
も良好なため，持続的な広葉樹資源として期待されています。
私たちの研究でダケカンバがシュガーメイプルに近い材質で
あることが明らかにしました。そこで，ダケカンバが野球の
バットとして利用できるかどうかを検証しました。

●立木 4本 胸高直径： 27cm ，28cm ， 29cm，30cm

●原木 16本 末口径：19cm～27cm

立木材積：2.80m3 長さ1.2mに玉切

●角材 42本 密度：0.61～0.72g/cm3 平均 0.64g/cm3

●バット 20本 重量：813～914g

繊維傾斜角（ SoG ） 0～7°

原木材積：1.69m3 1 0×10cm角に製材

ダケカンバの立木からバットへの加工（図1，図2）

角材材積：0.44m3 バットに加工

バット性能評価（図3，図4，図5）

図3 バットにボールを当て，
その反発速度を計測

図4 旭川大学硬式野球部
での試打

●打球感

良い 2名 普通 14名 悪い 1名

●飛び

良い 1名 普通 15名 悪い 1名

●しびれ

無い 5名 普通 3名 有る 9名

図1 バットに用いた末口径別の原木本数と原木か
ら得られた角材，バット本数

y = 0.0215x - 3.8441
R² = 0.4786
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図2 バット重量と角材のヤング率との関係
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一般的な破壊

バットが
破断する
損傷
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図5 SoGとバットの破壊形態

ダケカンババットの
打球

メイプルバットの
打球


